
 

来年 11 月、岸和田市と泉佐野市で「第 45 回全国豊かな海づくり大会」   

が開催される。主催者は豊かな海づくり大会推進委員会と大阪府実行委員会

で、実質は農林水産省と大阪府と漁業協同組合が天皇行事として開催する「水

産振興大会」だ。都道府県を巡回する行事だが大阪府は断り続け、兵庫県や

三重県が２巡目を済ませた時点で、初めて維新の吉村知事が開催を決断した。 

吉村知事にとって天皇行事はそれほど「ありがたい」のだろう。 

大阪府は漁獲金額が全国 36 位(2023)、漁業者数も 36 位の水産業衰退自治体だ。なんと、大阪市内に漁業者

は 63 人しか残っていない。 

「大会基本構想」は「なにわ」は魚の豊かな海であり、シラスやワカメは全国上位と書くが、身近なマーケ

ットで見かけることはない。毎年春に話題になるイカナゴは、ここ数年漁獲ゼロで休業が続いている。ピーク

時に年間 10 万トンを超えた漁獲量は、今や１万５千トンと低迷している。 

大阪湾は神戸市から泉南市まで海岸埋立が進み、自然海岸はゼロとなった。浅海や藻場はなくなり、魚介類

にとって大阪湾は「死の海」なのだ。大阪市や尼崎市の海釣り公園は水産不適の環境区域に設置している。大

阪府で自然の海が残るのは泉南市と岬町だけだ。 

大阪湾が「豊かな海」とは幻想であり、天皇行事では救えない！ 


